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ニュージーランド 日本市場におけるキウイフルーツの消費拡大を目指す 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２５年８月２９日 

ゼスプリ社にとって日本は、ニュージーランド産キウイフルーツの世界で２番目に大きな輸出市場である。ア

ジア太平洋地域の責任者である安斉一朗日本法人社長によると、２０２４年の販売数量は３,２００万箱（トレイ）

で、過去１１年間で１.７倍に増加し、販売額は３倍に拡大した。同社は今後１０年間で４,５００万箱への増加を

目指している。 

この成長目標は、日本の人口が２０２４年に５０万人減少し、今後も高齢化と出生率の低さにより減少が続く

と予測される中で掲げられている。ゼスプリは、日本の人口の約半数が果実を日常的に摂取していないとい

う事実に可能性を見出している。台湾の１人当たり年間果実消費量が１２０ｋｇであるのに対し、日本では約４０

ｋｇである。ただし、台湾の人口は日本の約２０％である。 

安斉氏は「台湾とは異なり、日本では果実が日常的な必需品というよりも贅沢品、あるいは甘味のように捉

えられてきた」と述べ、日本のゼスプリの顧客の約４０％が『一度しか購入したことがない』と回答しており、従

来のグリーンキウイの酸味の体験が影響していると補足した（以下「 」は同氏の話）。近年は追熟技術の改善に

より、こうした不満は減少傾向にある。 

消費拡大に向け、ゼスプリ社は厚生労働省が日本人の成人の３人に１人が栄養不足であると報告したこと

を受けて、２０２４年に『栄養改革プロジェクト』を開始した。この取り組みは、２０３０年までに６０億食分のキウイ

フルーツの提供を目指している。「栄養士や栄養学の専門家などと密接に連携し、彼らが生鮮果実の重要性

を患者に伝える際の支援を目指している。」 

また、便通と腸の健康に関するグリーンキウイの働きを認める健康表示を欧州連合が承認したことも追い風

となっており、ゼスプリは日本でも同様の承認が得られることを望んでいる。 

キウイフルーツの消費促進策としては、日本の弁当文化への組み込みを進めている。セブンイレブン等の

コンビニではカット済みのキウイが既に販売されているが、パイナップル等の他の果実に比べて加工の手間

がかかることが課題となっている。試食サンプルの配布キャンペーンも実施されており、２０２４年には９００万

個のサンプルが配布された。 

日本の小売構造では単一の流通業者が市場を支配していないため、さらに課題がある。中国では２社によ

る寡占が見られ、韓国では４社が７０％の流通を担っているのに対し、日本では上位２０社が全体の２０％を占

めているに過ぎない。「このため、残りの８０％をカバーする小売りの流通形態は非常に長く複雑である。」 ゼ

スプリでは５名の国内チームが流通業者２００社と取引しており、ニュージーランド産キウイフルーツのシーズ

ン中における同社の市場占有率は９８％に達している。 
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